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研究内容

【背景・目的】
エピジェネティクスとは、遺伝子の配列の変化を伴わずに、遺伝子の発現様式を変化させることによって、異なる
表現型を発現するシステムのことです。ひとつの受精卵から血液、神経、筋肉など異なる細胞が形成される際に
中心的な役割を果たしています。最近、がんが発症して悪性進展（浸潤・転移や薬剤耐性獲得など）するときにも
作用していることがわかってきました。がんにおけるエピジェネティックな変化においては、遺伝子そのものは変化
しないため、可逆的に元の状態に戻すという治療戦略が想定されます。私たちは、がんの悪性進展をつかさどる
エピジェネティック制御因子を同定し、その作用メカニズムを解明することによって、新しいがんの分子標的薬の
開発に貢献することを目指しています。
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【概要】
(1) エピジェネティック制御因子のうち、遺伝子

（DNA）を核内に巻き取って収納しているヒス
トンタンパク質のメチル化修飾を制御する酵
素群に注目して研究しています。

(2)これらの酵素は、細胞核の中で遺伝情報の
発現を調節しています。その破綻が、がん細
胞の浸潤・転移、薬剤耐性、幹細胞性など悪
性進展の原因となることを発見し、その分子メ
カニズムを詳細に調べています。

(3)生化学、構造生物学、情報科学、創薬科学な
どの分野との融合研究により、酵素の機能を
コントロールする戦略を探索し、新しい分子標
的薬の創製を目標に研究を進めています。

【研究の特徴・コンセプト・理念】
- 分子生物学、細胞生物学、情報生物学を基盤

とする基礎研究です。
- 遺伝情報の発現とその制御機構を解明するこ

とに一貫して取り組んでいます。
- 新しい考え方や技術を取り入れて研究を広げ

ていくことが楽しみです。
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